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ご利用ドメイン  

メールサーバー mail.お客様のドメイン名 

FTPサーバー ftp.お客様のドメイン名 

Web管理者アカウント/ユーザーID  

Web管理者アカウント/パスワード  

コントロールパネルのURL https://お客様のドメイン名:8443/ 

Perlパス /usr/bin/perl 

Sendmailパス /usr/sbin/sendmail 

クレバード株式会社 

レンタルサーバー 

ユーザーマニュアル 
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コントロールパネル 
 

コントロールパネルとは、サーバーに関する各種設定をブラウザ上から行うことが 

出来るソフトウェアです。コントロールパネルを利用することによって、サーバー 

に関する専門的な知識が無くてもレンタルサーバーを簡単に使うことが可能です。 

ブラウザ上から必要な項目を入力するだけで、メールアカウントを作成したり 

Web サイトを構築したりすることが出来ます。 

 

 

■1. コントロールパネルの基本 

 

1.1 コントロールパネルへのログイン 

レンタルサーバーを実際に操作するには、コントロールパネルにログインする必要が 

あります。コントロールパネルへのログインは表紙の「コントロールパネルの URL」 

から可能です。 

 

●ログインの欄 → ユーザーID 

●パスワード  →  パスワード をそれぞれ入力し、ログインします。 

 

 

 

ログインボタンをクリックすると、以下のような画面が起動します。メールアドレスの追加などの設定

はコントロールパネルから行います。 

（メールアドレスの追加については 44 ページをご覧くださいませ） 

 

アクセス時に証明書に関するセキュリティ警告が出ることがありますが、特に安全上は問題ございませ

んので、そのまま「OK」ボタンをクリックしてください。 
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1.2 コントロールパネルの画面レイアウト 
管理ツールからコントロールパネルにログインをし、左の「ホーム」をクリックすると以下のような画

面が表示されます。 

ここから、サーバーの状況確認及び操作が可能です。 

 
 

おもに３つのパネルから成り立っており、それぞれ以下のような機能を持っています。 

 

A:ナビゲーションパネル 

全画面を通じて常に表示されているパネルです。ここから「ホーム（ログインして最初に表示されてい

る画面）」に戻ったり、ヘルプを参照したりすることが可能です。 

 

B:操作パネル 

アイコンをクリックして各種操作を行います。メールアドレスの追加やログ確認などを簡単に行うこと

が出来ます。操作の詳細に関してはマニュアルの各項目をご覧くださいませ。 
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C:情報パネル 

現在の契約状況やサーバー状況が表示されます。ここを見れば、サーバーが現在どのような状態にある

か簡単に確認できます。 

 

 

1.3 ログアウト 

 サーバーの操作が終了したらログアウトしてください。ログアウトは「ナビゲーションパネル」の 

「ログアウト」リンクから可能です。 

 

ログアウトすると、コントロールパネルのログイン画面に戻ります。 

 

 

 

■2.レポートの閲覧 

 

サーバーのハードディスク使用状況などは毎日変化します。特に複数のメールアドレスを作成し 

て使っている場合などは、日々ディスク容量を確認する必要があります。コントロールパネル 

からサーバの状況を確認することが可能です。 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページをご覧ください。 

 

 

2.1 レポート画面の起動 

１） コントロールパネルにログインしたら操作パネルから「レポート」アイコンをクリック 

してください。 
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２）レポートの種類は「概要レポート」と「フルレポート」の 2 種類ありますので、閲覧したい方を選

択してください。 

 

※概要レポート：ドメイン全体の概要です。 

※フルレポート：各メールアドレスごとの使用容量など細かい状況が確認できます。 

 

 

 

■3.ログファイルの閲覧 

ご利用のサーバでは、Ｗｅｂアクセスに対するログを取っています。問題発生時にこのログフ 

ァイルを参照すれば、トラブルシューティングに非常に役立ちます。ログファイルはコントロー 

ルパネルから閲覧することができます。 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページを参照願います。 
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１） コントロールパネルから「ログマネージャ」アイコンをクリックしてください。 

 

 

２）以下のように４つのログファイルがあります。リンクをクリックすると新しいウインドウがポッ 

プアップしてログを見ることができます。（ポップアップウインドウをブラウザのセキュリティーで 

ブロックしていると、ログファイルが表示されませんのでご注意ください。） 

 

 

access_log Web へのアクセスログです。 

access_ssl_log SSL 経由での Web へのアクセスログです。 

error_log Web アクセス時に発生したエラーのログです。 

error_ssl_log SSL 経由での Web アクセス時に発生したエラーのログです。

 

３）なお「error_ssl_log」ファイルを見ると以下のようなエラーが発生しています。これらは、サーバー

で取得した証明書と、ご利用のドメイン名が一致しないことに関する警告です。ＳＳＬでのアク 

セスは、特別なＵＲＬを使いますので特に問題ありません。 
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■4.ログファイルの保存 

初期設定ではログファイルは１ヶ月に１つのファイルを ３ヶ月間まで圧縮して保存する設定に 

なっています。 

ここでは、この設定を変更する方法を説明します。 

ログファイルの容量も Web＋DB 容量に含まれますのでご注意ください。 

 

１） ログファイルの設定はコントロールパネルから行います。トップページにある「ログマネー 

ジャ」アイコンをクリックしてください。 

 

 

２）「ログファイル管理」画面が表示されたら、画面内にある｢ログローテーション｣アイコンをク 

リックしてください。 
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3) 「ログローテーション選択設定 」画面が表示されましたら、画面内の以下の箇所を変更し、 

｢OK｣ボタンをクリックします。 

 
 

ログローテーション状態 
ログローテーションの方式を選択します。サイズもしくは時

間（期間）で設定が可能です。 

最大ログファイル数 
保存されるログファイルの上限数です。 

この数値を超えたログファイルは消されていきます。 

ログファイルを圧縮する 
ログファイルを圧縮して保存する場合は、こちらをチェック

します。 

処理済ログファイルをメール送信する 
メールでログファイルを受け取りたい場合は、送信したいメ

ールアドレスを入力してください。 

 

 

 

 

■5.ファイルマネージャ 

サーバ上のファイルはコントロールパネルのファイルマネージャを使って操作することが可能 

です。まずはコントロールパネルへログインしてください。 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページを参照願います。 

 

1) ファイルマネージャを使用するには、操作パネル上の「ファイルマネージャ」アイコンをクリ 

ックしてください。 
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2) サーバ上のディレクトリが表示されます。ここから各ディレクトリに移動して、ファイルのア 

ップロードなどを行うことが可能です。サイト公開時に使用する 「httpdocs」にファイルをアッ 

プロードしたい場合は、まず「httpdocs」をクリックしてディレクトリを移動します。 

 

 

3) 次に「ファイル作成」をクリックします。 

 

 

4) 「参照」ボタンをクリックして、ローカルのファイルを指定し、「ＯＫ」ボタンをクリックすればフ 
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ァイルが自動的にアップロードされます。 

 

5) ファイルマネージャからは大量のファイルを一度にアップロードすることはできません。Ｗｅ 

ｂサイト全体を一括してアップロードする場合などはＦＴＰソフトを使うようにしてください。 

 

 

 

■6.パーミッションの変更 

パーミッションとはファイルやディレクトリに対するアクセス権限を意味します。パーミッションを 

変更することによって例えば、公開したくないデータを閲覧できなくしたりすることが可能です。 

また、 CGI や Web アプリケーションを使用するとき、パーミッションの変更作業は必須になっ 

てきます。 

ここでは、パーミッションの変更方法を説明していきます。パーミッションの変更はファイル 

マネージャもしくは、Filezilla などのＦＴＰソフトからも可能です。 

 

 

6.1 ファイルマネージャを使ったパーミッションの変更 

１） ファイルマネージャはコントロールパネルから使用することができます。管理ツールから 

コントロールパネルにログインし、「ファイルマネージャ」アイコンをクリックしてください。 
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2) パーミッションを変更したいファイルのあるディレクトリをクリックします。 

ここでは、「httpdocs」内の「index.html」のパーミッションを変更してみます。 

「httpdocs」をクリックしてください。 

 
 

3) パーミッションを変更したいファイルの「パーミッション」リンクをクリックすれば 

変更することができます。 

 

 

4) パーミッションが必要な部分をチェックし、必要無い部分のチェックを外して「ＯＫ」ボタンを 

クリックしてください。 

 

 

 

6.2 Filezilla を使ったパーミッションの変更 

１) ファイルマネージャの場合と同じように、パーミッションを変更したいファイルが存在する 

ディレクトリへ移動します。移動したら、ファイルを右クリックし「ファイルパーミッション（F）」   

を選択します。 
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2) 「ファイルの属性を変更」ダイアログから、パーミッションが必要な部分をチェックし、必要無い部

分のチェックを外して「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

Web サイト公開 
 

■１．ディレクトリ構成 

ご利用のサーバ上には以下のように様々なディレクトリが存在しています。しかし、実際に 
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使用するのはこの一部になります。具体的には「httpdocs」「cgi-bin」「error_docs」 

「private」の４つです。 

 

以下、それぞれのディレクトリの役割です。 

 

httpdocs 

HTML ファイルや画像ファイルをアップロードするためのディレクトリです。ここ 

に設置したファイルは、「http://ドメイン/ファイル名」でアクセスすることが可能 

です。このディレクトリでも CGI を動かすことが可能です。CGI を設置する場合 

は拡張子を「.cgi」もしくは「.pl」に設定してください。 

cgi-bin 
CGI 専用ディレクトリです。cgi ファイル以外は動作しません。 

「http://ドメイン/cgi-bin/ファイル名」でアクセスすることが可能です。 

error_docs 
独自エラーページ用ディレクトリです。エラーページの変更方法は 29 ページを 

参照願います。 

private 

 

外部からは一切アクセスできないフォルダです。公開したくないファイルはこち 

らに設置します。 

 

 

 

■２．ファイルのアップロード 

ファイルをサーバにアップロードするには以下の２つの方法があります。Web サイトのメンテ 

ナンスという意味では FTP を使って行うのが一般的です。 

ファイルマネージャ 
コントロールパネルからファイルマネージャを使ってアップロードしま 

す。１度に１つのファイルしかアップロードできません。 

FTP 
専用ソフトを使って、ＦＴＰ経由で接続しファイルをアップロードしま 

す。１度に複数のファイルをアップロードすることが可能です。 

 

ここでは「Filezilla」というフリーの FTP ソフトを使ったアップロード方法を説明していきます。 
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2.1 Filezilla の設定 

Filezilla は以下の公式サイトからダウンロードして、PC にインストールしてください。 

http://filezilla-project.org/  

 

Filezilla は FTP 通信を SSH の仕組みを利用してファイルを安全に転送する仕組みになります。 

パスワード情報等が暗号化されない FTP 通信とは違い、安全に且つ高速にファイル転送が可能です。 

 

ファイル>>サイトマネージャをクリックし、その後「新しいサイト」にて設定を登録します。 

 

 

必要事項を登録します。 

ホスト名 FTP サーバ名（表紙に記載しております） 

ポート 空欄 

サーバの種類  SFTP –SSH File Transfer Protocol 

ログオンの種類 通常 

ユーザ Web 管理者 ID（表紙に記載しております） 

パスワード Web 管理者パスワード（表紙に記載しております） 

 

 

詳細タブをクリックし、設定します。 
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標準のローカルディレクトリー（L） デスクトップを指定します。 

標準のリモートディレクトリー（E） /httpdocs を指定します。 

 

接続ボタンを押すとサーバーに接続します。 

2.2 Web ページのアップロード 

 

初回の接続時にサーバのキー情報を保存するかどうかのメッセージが表示されますので、 

「了解」を選択します。 

 

 

接続時の画面です。 
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画面左側の自分のパソコンにあるファイルを右クリックし、アップロードを押すと 

サーバー側に転送されます。 

ドラッグ＆ドロップでも転送できます。 

 

 

2.3 アップロードしたページにアクセスする 

「httpdocs」ディレクトリにアップロードした HTML ファイルには以下のような URL でブラウザか 

らアクセスすることが可能です。 

 

http://ご利用ドメイン/ファイル名 

 

例えば、「test.html」を「httpdocs」ディレクトリにアップロードした場合には、以下のような 

URL になります。 

 

http://ご利用ドメイン/test.html 

 

■３．ファイルのアップロード（MAC ご利用の場合） 

Mac でファイルをアップロードする場合、弊社では Fetch というシェアウェアを推奨しておりま 

す。Fetch は以下のサイトからダウンロード可能です。 

 

http://fetch.jp/ 
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１） Fetch アイコンをクリックすると新規接続のダイアログが表示されます。以下の項目を入 

力して、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

ホスト FTP サーバ名（表紙に記載しております） 

ユーザ ID Web 管理者 ID（表紙に記載しております） 

パスワード Web 管理者パスワード（表紙に記載しております） 

 

2） ホームページや画像ファイルはすべて「/httpdocs」にアップロードします。「/httpdocs」を 

クリックして移動してください。 

 

 

3） Finder などを使って Web ページのデータがあるフォルダを表示し、その中からサーバへ 

送りたいファイルを選択しドラッグ＆ドロップでサーバへアップロードできます。 
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なお、最初から「/httpdocs」にあるファイルに関しては削除しても問題ありません。 

特に「index.html」は Web サイトにアクセスした際に最初に表示されるファイルですので、 

こちらを作成したページで上書きする必要があります。 

 

 

 

■４．ホームページビルダーの設定 

ホームページ作成ソフトのホームページビルダーにはファイルを FTP 経由でアップロードする 

機能が付いています。ここではホームページビルダーで転送設定を行う場合の設定方法を説 

明していきます。 

 

1) 「サイト」＞「転送設定」＞「転送設定の新規作成」で設定ウイザードを起動します。 

 

 

2) 転送設定の名前を入力します。どんな名前でもかまいませんが、ここでは「Demo」と設定 

します。名前を入力したら「次へ」をクリックしてください。 
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3) 転送先のサーバ情報を設定します。「プロバイダの選択」を除く以下の 3 項目を入力してく 

ださい。 

FTP サーバ名 FTP サーバ名（表紙に記載しております） 

ユーザ ID Web 管理者 ID（表紙に記載しております） 

パスワード Web 管理者パスワード（表紙に記載しております） 

 

4) 入力したら「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

5) 「転送先フォルダ」を設定します。HTML ファイルや画像ファイルをアップロードする場合は 

「/httpdocs」になります。実際のアップロードに関しては、ホームページビルダーのマニュアル 

を参照して行ってください。 
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6) 入力したら「詳細」ボタンをクリックして、PASV モードの設定を行います。PASV モードは 

FTP を安全に行うための設定です。「パッシブモードで接続する」をチェックして「OK」ボタンを 

クリックしてください。 

 

 

7) 最後に「完了」ボタンをクリックすれば、すべての設定が終了します。 

 

 

 

■５．サイトのプレビューを行う 

ファイルのアップロードや修正をその都度、確認したい場合は、サイトプレビューの機能が 

便利です。 

サイトプレビューはコントロールパネル上から行えます。 

 

1) ログイン直後のページから、一番右側にあるメニュー「サイトプレビュー」をクリックします。 

 
 

2) 赤枠で囲まれた部分をクリックすると「http://www.example.awk.jp/」というアドレスに移動 

します。（example.awk.jp の部分は皆さんのサーバ名に読み替えてください） 

すると新しいウインドウが開いてアップロードした自分のサイトが表示されるはずです。 

実際のサイト構築の際はこの機能を利用してこまめに実際のページのチェックを行うと良いで 

しょう。 
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■６．ＷＥＢの統計を確認する 

 

Web サイトを運営していくうえでログの管理は欠かせません。 

ログをチェックすることによって、日々のアクセスの増加数やページのアクセス数を 

把握することが可能です。 

 

コントロールパネルには、 webalizer という専用のログ解析ソフトが付属しており、 

この機能を利用することによって棒グラフや表形式でログを様々な角度から分析可能です。 

 

6.1 ログ解析を行うためには 

１） コントロールパネルの管理画面から「レポート」をクリックします。 

 

 

2) すると以下の画面がでるので、見たいログの画面をクリックします。 

 
サイトの基本的なアクセス数などは Web 統計に表示されます。 

 

3) そこで Web 統計をクリックします。すると以下のような画面が表示されるはずです。 

トップページでは、月ごとのアクセス数の総計が表示されます。 
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Daily Avg 日平均。１日あたりの平均値を表示する列 

Monthly Totals 月総計。その月の総計を表示する列。 

Hits ヒット数。エラーも含んだ Web サーバに記録されたアクセス数。 

Files ファイル数。 Hits の内、正常にアクセスされた回数。 

Pages ページ数。 Hits の内、正常に HTML ページにアクセスされた回数。 

Visits のべ訪問者数。30 分以内の同一 IP アドレスからのアクセスはカウントしない。

Sites 訪問者数。１年以内の同一の IP アドレスからのアクセスはカウントしない。 

kBytes 転送したファイルの容量。 

 

6.2 月の詳細なアクセス状況を表示 

月ごとのリンクをクリックするとその月の詳細なアクセス状況を表示できます。 
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●月次統計の詳細 

 
 

Total Hits 総ヒット数 

Total Files 総ファイル閲覧数 

Total Pages 総ページ閲覧数 

Total Visits 総訪問者数 

Total kBytes 総転送量 

Total Unique Sites 総個別サイト数 

Total Unique URLｓ 総個別 URL 数 

Total Unique Referrers  総個別リファラー（アクセス元の URL）数 

Total Unique User Agents 総個別ユーザエージェント（OS・ブラウザ）数 

Hits per Hour 1 時間あたりのヒット数。avg は平均値。max は最大値 

Hits per Day 1 日あたりのヒット数 

Files per Day 1 日あたりのファイル閲覧数 

Pages per Day 1 日あたりのページ閲覧数 

Visits per Day 1 日あたりの訪問者数 

kBytes per Day 1 日あたりの転送量 

Hits by Response Code レスポンスコード毎のヒット数 
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●日ごとの統計（グラフ） 

 
 

●日ごとの統計 

 

 

●１時間ごとの統計（グラフ） 

 
 

●１時間ごとの統計 
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●全 URL の内のヒット数ランキング 

 

 

●全 URL の内の転送量ランキング 

 
 

●入場ページ（訪問者が最初に訪れたページ）のランキング 

 

 

●退場ページ（訪問者が最後に訪れたページ）のランキング 

 
 

●アクセス元コンピュータのヒット数ランキング 
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●アクセス元コンピュータの転送量ランキング 

 

 

●アクセス元 URL のヒット数ランキング 

 
 

●全 OS・ブラウザの内のヒット数ランキング 

 

 

●国別のヒット数ランキング（グラフ） 

 
 

●国別のヒット数ランキング 
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■７．オリジナルエラー画面を表示する 

ファイルが見つからない場合や、何らかのエラーが出た場合は以下のような標準のエラー画 

面が表示されます。 

 

 

これを、例えば以下のようにオリジナルエラー画面を作成することにより、自由に変更するこ 

とが可能です。 

 
 

オリジナルエラー画面を表示する方法は以下の通りです。 

 

1) 初めにエラーが発生した際に、オリジナル画面が表示されるように設定を行います。 

管理ページにログインし「ファイルマネージャ」をクリックします。 
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2) 「ファイルマネージャー」画面内にある「error_docs」をクリックします。 

 

 

3) /error_docs ディレクトリ内が表示されますので、変更を行いたいファイルの右側にある 

編集ボタンを選択してください。 
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それぞれのファイルを編集することにより得られる効果は以下の通りです。 

 

●bad_request.html 

ERROR400 画面を設定します。 

この画面は入力されているホームページのアドレスが間違っている場合等に表示されます。 

●unauthorized.html 

ERROR401 画面を設定します。 

この画面はパスワードが違う場合等に表示されます。 

●forbidden.html 

ERROR403 画面を設定します。 

この画面は表示が許されていない場合等に表示されます。 

●not_found.html 

ERROR404 画面を設定します。 

この画面はファイルが見つからない場合等に表示されます。 

●internal_server_error.html 

ERROR500 画面を設定します。 

 

この画面は CGI や設定のミスなどによるサーバーエラー時等に表示されます。 

４）ファイルの編集画面が表示されます。 

ここに、表示させたいエラー画面の HTML の記述をし、「エンコード」を「UTF-8」を選択し 

てください。 

編集終了後、｢OK｣ボタンをクリックしてください。 

なお作成に際しましては、以下の点にご注意願います。 

 

/error_docs ディレクトリに、画像ファイルをアップロードすることはできませんのでご注意願い 

ます。 

画像を使用する際は /httpdocs 等のファイルをアップロードすることができるディレクトリに使 

用する画像を格納します。 

画像を格納後、 HTML ファイルに格納した画像ファイルを参照するよう、以下のように記述を 

行います。 

 

<img src="お客様の URL/画像ファイル名" border="0">を HTML ファイル内に記述します。 

(例)http://example.awk.jp/httpdocs ディレクトリにアップロードを行った 

「xbit_rogo001.gif」ファイルを表示させるためには、以下のような記述を行います。 

<img src="http://example.awk.jp/xbit_rogo001.gif" border="0"> 

 

※詳しい記述方法につきましては、以下の WEB ページをご参照願います。 

 

・とほほの HTML 入門 http://www.tohoho-web.com/ 

・ CHIPS http://chips.jpnet.biz/ 
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5) エラーを発生させて画面を確認してください。 
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■８．ＳＳＬでのサイトアクセス 

個人情報などをサイトフォームから入力させる際には通信を暗号化する必要があります。 

SSL でアクセスさせるようにすれば、これを簡単に実現できます。 

 

SSL でアクセスするには特別な URL が必要となります。URL は具体的には以下のようになります。 

 

https://ご利用サーバ名/�Web 管理者アカウント/ファイル名 

 

ご利用サーバ名： 

Web 管理者アカウント： 

 

ご利用サーバ名が「cs019.demo.jp」、Web 管理者アカウントが「w019001」の場合には以下の 

URL を使うことで、SSL 経由でサイトにアクセスすることが可能です。 

 

https://cs019.demo.jp/�w019001/ファイル名 

 

なお以下のような URL でアクセスした場合は、「/httpdocs/cgi-bin」へアクセスしますので注 

意が必要です。SSL 経由で CGI を動作させる場合には必ず「/httpdocs」配下で動作させてく 

ださい。 

 

https://cs019.demo.jp/˜ w019001/cgi-bin/ファイル名 

 

なお「～」はチルダと呼び、多くの日本語キーボードで「Shift キー」＋「＾」（への位置）で 

入力可能です。 

 

 

 

■９．アクセス認証が必要なページを設定する 

アクセス認証はディレクトリ（フォルダ）ごとに設定が可能です。認証が必要なページは以下の 

手順で設定できます。 

 

① 保護ディレクトリ（フォルダ）を作成する 

② アクセス用ユーザの追加 

③ 保護ディレクトリ（フォルダ）にファイルをアップロードする 
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9.1 保護ディレクトリ（フォルダ）を作成する 

 

まず認証を行うページを入れるための保護ディレクトリ（フォルダ）をコントロールパネルから 

作成します。コントロールパ ネルへのログインは 4 ページを参照お願いします。 

 

1) まず「保護ディレクトリ」をクリックしてください。 

 

 

２） 「新しいディレクトリの追加」をクリックしてください。 

 

 

３) ディレクトリ名は自由に決めることができます。ここでは「test」というディレクトリを作成しま 

す。「非 SSL」のみ にチェックを付けてください。「ヘッダテキスト」は認証ダイアログのタイトル 

部分なので好きなアルファベットで問題あり ません。入力が完了したら「OK」ボタンをクリック 

してください。 

 

これで「httpdocs」配下に「test」というディレクトリ（フォルダ）が自動的に作成されています。 

なお「非 SSL」のみで作成しても SSL 経由での利用が可能ですのでご安心ください。 また保 
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護ディレクトリ（フォルダ）の作成から、実際に保護設定が有効になるまで 15 分～30 分程度か 

かりますの でご注意ください。 

 

 

9.2 アクセス用ユーザーの追加 

 

続いて実際にアクセスするためのユーザを追加します。 

 

1) 「新しいユーザの追加」をクリックしてください。 

 

 

2) 新しいユーザ・新しいパスワード・パスワードの確認を入力して「OK」ボタンをクリックして 

ください。 

 

 

これで保護ディレクトリにアクセスするためのユーザが追加できました。 

 

 

9.3 保護ディレクトリ（フォルダ）にファイルをアップロードする 

 

作成したディレクトリは「httpdocs」配下にあります。「test」というディレクトリを作成したので 

「/httpdocs/test」 というディレクトリが保護ディレクトリになっています。 

このディレクトリにファイルをアップロードすれば、すべての ファイルがパスワード認証を 

しないと見れない状態になります。 

例えばこのディレクトリにアップロードした「MacfileUpLoad.html」というファイルに 

アクセスしてみます。 
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URL は「http:/ご利用ドメイン/test/MacfileUpLoad.html」です。実際にアクセスすると以下の 

ようなダイアログが表示され、２で追加したユーザで認証を行わないとアクセスできません。 

 
 

 

9.4 特殊ＵＲＬアクセスへの対応 

9.1～9.3 の設定だけでは SSL の際に使用する特殊な URL を使うと認証を回避することが可 

能となります。たとえば「/httpdocs/test」に認証を設定したとしても、以下のような URL を 

使用すると認証を回避してのアクセスが可能となります。 

 

http://ps019.demo.jp/˜ w019235/test/ 

 

●このような特殊ＵＲＬでアクセスした際にも認証を有効にする設定方法 

1) コントロールパネルにログイン後、ファイルマネージャを使い設定を行いたいフォルダに移 

動してください。 

 
ここでは「/httpdocs/test」に移動したものとして説明していきます。 
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２）移動後「ファイル作成」をクリックして新規ファイルを作成します。 

 

 

3) 「ファイル作成」を選択し、ファイル名に「.htaccess」と入力して「OK」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 
 

4) 以下のように入力して、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

AuthType Basic 

AuthUserFile "/home/httpd/vhosts/ドメイン名/pd/d..httpdocs@フォルダ名" 

AuthName "MemberCertification" 

Require valid-user 

 

「.htaccess」というファイルが作成され、これにより特殊 URL でアクセスした際にも、認証が有 

効となります。 
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■１０．ＩＰアドレスによるアクセス制限 

ディレクトリごとにＩＰアドレスによるアクセス制限を行うことが可能です。 

 

 

10.1 コントロールパネルからアクセス制限を行う方法 

 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページを参照願います。 

1) まずコントロールパネルから「ファイルマネージャー」アイコンをクリックしてください。 

 
 

2) ここでは「/httpdocs」ディレクトリに制限をかけます。クリックして「/httpdocs」に移動します。 

 
 

 

 

3) 「ファイル作成」リンクをクリックしてください。 
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４）「ファイル作成」を選択し、ファイル名に「.htaccess」と入力して「OK」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 
 

5） 例えば、すべてのアクセスを許可した上で、「192.168.0.2」からのアクセスを拒否したい場 

合は以下の ように設定します。設定したら「OK」ボタンをクリックしてください。 

 
 

6) この時点で設定は有効になっています。記述方法に関しては以下のＵＲＬを参照してみて 

ください。 

http://www.stackasterisk.jp/tech/systemConstruction/apache04_01.jsp#4 

 

 

 

■１１．高機能アクセス解析を利用する 

高機能アクセス解析のオプションをお申込み頂くことによって AWStats というさらに高機能な 

アクセス解析を閲覧することが可能です。 

オプション申込み時に送付されるメールの内容に従ってアクセス解析のトップページへアクセ 

スできます。 
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●表示したい月の選択 

 
 

●月間のアクセスサマリー 

 
 

訪問者 
一意な訪問者の合計数です。つまり一人の訪問者が時間を置いて再度訪れ 

たとしても一人と数えられます。 

訪問数 
訪問回数の合計数です。上の訪問者よりも数が多ければ多いほどアクセス 

のリピート率が高いといえます。 

ページ 
ブラウザにページが表示された回数となります。ページビューと呼ばれること 

もあります。 

件数 
アクセスのあったファイル数の合計です。画像ファイルやスタイルシートなど 

ページとは判断されないファイルもここには含まれます。 

バイト 転送量の合計バイト数となります。 

 

 

 

 

 

 

 

●月別のアクセス数一覧 
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●日べつのアクセス数の一覧 

 
 

●曜日べつのアクセス数の一覧 

 

 

 

 

 

 

●時間帯別のアクセス数の一覧 
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●ロボット・スパイダーなど訪問者以外のアクセス数 

 

 

●滞在時間 

 

 

●アクセスされたファイルの種類 
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●ページのアクセスランキング 

 
 

●全 OS・ブラウザの内のヒット数ランキング  

 

 

●アクセス元の検索エンジンランキング 
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●検索フレーズ,検索ワードランキング 

 
 

●ブラウザのお気に入りへの追加率  

 
 

●HTTP エラーコード 

 

 

 

 

Ｅメールの設定 
 

 

■１．メールアドレスの作成 

メールアドレスはコントロールパネルから作成することができます。まずは管理ツールからコ 

ントロールパネルにログインしてください。 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページを参照願います。 

 

1.1 メールアドレス作成画面の起動 

1）まず操作パネル上の「メール」アイコンをクリックしてください。 
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2）続いて「新しいメール名を追加」アイコンをクリックしてください。 

 
 

 

1.2 メールアドレス作成 

下記 3 項目を入力して、ページ下部にある「ＯＫ」ボタンをクリックすればメールアドレスは作成 

できます。 

メールアカウント名 メールアドレスの＠より前の部分を入力してください。 

新しいパスワード（※） メールを送受信する際に使うお好きなパスワードを入力してください。 

パスワードの確認 パスワードの確認入力になります。 

 

※メールアドレスのパスワードを「1234」などのように簡易なもので設定しますと、悪意のあるユーザによりパスワードがクラックさ

れる可能性がございます。 

パスワードは半角英数字と記号の組み合わせなど推測されにくいものでご設定ください。 

なお、下記のページで設定するパスワードの妥当性を調べることができますので参考にしてください。 

マイクロソフトホームページ：パスワードチェッカー 

https://www.microsoft.com/japan/protect/yourself/password/checker.mspx 
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なお「mailbox」のチェックは必ず必要ですので、間違って外さないようにしてください。 

 

 

これでメールアドレスの作成は完了しています。 

 

【備考】 メールアドレスでコントロールパネルへログインする 

メールアドレスを作成すると、そのメールアドレスを使ってコントロールパネルに直接ログイン 

することが可能です。これによりメールアドレスを持つユーザが、メールの設定を自由に変更 

することができます。 

 

https://ドメイン名:8443/ 

 

上記 URL にアクセスすると以下のようなログイン画面が表示されます。ここからメールアドレ 

スとパスワードを使って設定画面にログインすることも可能です。 
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■２．メールボックスパスワードを変更する 

ここではメールボックスのパスワード変更方法を説明します。 

パスワード変更は、コントロールパネルのメールの編集画面から行います。 

 

１) コントロールパネルにログインしたら、 

トップページにある「メール」アイコンをクリックしてください。 

 
 

2） メールの編集画面でパスワードを変更したいメール名をクリックします。 

 
 

3「プリファレンス」ボタンをクリックします。 
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4） 設定項目の中の「新しいパスワード」および「パスワードの確認」に新しく設定したいパス 

ワードを入力します。 

 
 

５) 入力し終えたら「OK」ボタンを押して、設定を完了します。 

パスワードを変更したらご利用のメールソフトの設定もかならず変更してください。 

 

 

 

■３．Windows メールの設定 

ここでは Windows メール を使ってメールの送受信をする方法を説明していきます。 

メールの送受信を行うためには事前にメールアドレスを作成しておく必要があります。 

（詳細は「メールアドレスの作成 p.51」を参照してください。） 

 

3.1 Windows メールの起動 

1） 「スタートメニュー」→「プログラム」から「Windows メール」を選択します。初めて起 

動するとダイアログが表示されるので「はい（Y）」をクリックします。メール設定の画面がでたら、 

次へ進みます。 

 

2)Windows メールが起動したら「ツール」をクリックして「アカウント」を表示させます。表示させま

す。  
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3）「追加」をクリックします。 

 
 

4）「電子メールアカウント」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 
 

5）「名前」画面が表示されますので、以下の入力を行い「次へ」ボタンをクリックします。 

 

表示名 メール差出人として表示される名前を入力します。 
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6）「インターネット電子メールアドレス」画面が表示されますので、入力し「次へ」をクリックします。 

 

電子メールアドレス メールアドレスを入力します。 

 

7）「電子メールサーバのセットアップ」画面が表示されますので、以下の設定と入力を行い、「次へ」

ボタンをクリックします。 

 
 

受信メールサーバーの種類 「POP3」を選択します。 

受信メール（POP または IMAP）サーバー名 mail.ドメイン名 

送信メール（SMTP）サーバー名 mail.ドメイン名 

送信サーバーは認証が必要 チェックしません。 
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8）「インターネットメールログオン」画面が表示されますので、以下の設定と入力を行い「次へ」ボタ

ンをクリックします。 

 

ユーザー名 メールアドレスの「＠」の左側を入力します。 

パスワード 
コントロールパネルでメールアドレスを作成した際に設定したものを入力し

ます。 

パスワードを保存する 
新着メールを確認する度にパスワードを入力したい場合は、チェックを外し

てください。 

 

9）「設定完了」画面が表示されますので、「完了ボタン」をクリックします。 

 
 

 

 

 

10）「インターネットアカウント」画面に戻りますので、「プロパティ」ボタンをクリックします。 
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11）「プロパティ」画面の「全般」タブが表示されますので、以下の設定と入力が行われているかを確

認し、「適用」ボタンをクリックします。 

 

メールアカント 任意の名前 

名前 お客様のお名前 

会社 会社名 

電子メールアドレス メールアドレス 
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返信アドレス 
返信アドレスを別途しているす場合は入力します。通常は設

定の必要はありません。 

メールの受信時及び同時期にこのアカン

トを含める 

チェックします。 

 

12）「サーバー」タブをクリックし、以下の設定と入力が行われているか確認し「適用」ボタンをクリ

ックします。 

 

受信メールサーバーの種類 POP3 

受信メール（POP3） mail.ドメイン名 

送信メール（SMTP） mail.ドメイン名 

ユーザー名 メールアドレスの「＠」の左側 

パスワード メールパスワード 

パスワードを保存する 
新着メールを確認する度にパスワードを入力した

い場合は、チェックを外してください。 

セキュリティで保護されたパスワード認証でログ

オンする 

チェックしません 

このサーバーは認証が必要 チェックします。 

 

 

 

13）「詳細設定」タブを選択し、以下のように設定し「OK」ボタンをクリックします。 
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送信メール（SMTP） 

送信ポート番号は、「25」もしくは「587」を利用し

ます。 

プロバイダによっては、25 番ポートへのアクセス

が行なえません。 

25 番ポートで送信ができない場合は、587 番ポート

番号への変更を行ないます。 

※25 番ポートへのアクセスの可否については、契

約プロバイダにご確認ください。 

このサーバーはセキュリティで保護された接続

（SSL）が必要 

チェックしません。（送信メール・受信メール両方）

受信メール（POP3） 110 

サーバーのタイムアウト ※通常は変更不要ですが、自由に設定が可能です。

次のサイズよりメッセージが大きい場合は分割す

る 

※通常は変更不要ですが、自由に設定が可能です。

サーバーにメッセージのコピーを置く 
Web メールを利用する場合はチェックを入れま

す。 

サーバーから削除する ※通常は変更不要ですが、自由に設定が可能です。

「ゴミ箱」を空にしたら、サーバーから削除 ※通常は変更不要ですが、自由に設定が可能です。

 

14.「閉じる」を押して設定完了です。 
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■4．Becky！の設定 

1）基本設定 

「ツール」>>「メールボックスの設定」をクリックします。 

 

 

2）個人情報を設定します。 
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メールボックス名 任意の名前 

名前 メール送信時の送信者名（From）に使用されます。 

メールアドレス メール送信時の送信者アドレスに使用されます。 

POP サーバー（受信） mail.ドメイン名 

SMTP サーバー（送信） mail.ドメイン名 

ユーザーID メールアドレスの「＠」の左側 

パスワード メールアドレス作成時に設定したパスワード 

 

4）詳細設定 

メール送信を安全に行うために、 SMTP 認証を有効にします。詳細タブをクリックしてください。 

 
SMTP 認証・CRAM-MD5・LOGIN の 3 か所をチェックしてください。設定はこれで完了です。「OK」

ボタンをクリックして設定を有効にしてください。 

 

プロバイダによっては、SMTP サーバーが 25 番ポートではなく、587 番ポートを使用している場合もご

ざいます。 

※使用しているポートについてはご契約プロバイダ様へご確認ください。 
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■5．Thunderbird の設定 

1）「ツール」>>「アカウント設定」をクリックします。 

 

 

2）「アカウント相操作」>>「メールアカウントを追加」をクリックします。 

 
 

３） 必要情報を入力し「続行」をクリックします。 
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あなたの名前 メール送信時の送信者名（From）に使用されます 

メールアドレス 設定するメールアドレス 

パスワード メールアドレス作成時に設定したパスワード 

パスワードを記憶する チェックします。 

 

 

4）アカウントの設定を検索し、完了後「編集」をクリックします。 

 
 

5）各項目を入力し、「設定を再テスト」をクリックします。 
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サーバー名 mail.ドメイン名 

認証方法 「POP」を選択 

ポート番号 「110」に変更 

受信サーバー 

  

接続の保護 「接続の保護なし」に変更 

サーバー名 mail.ドメイン名 

認証方法 SMTP 

ポート番号 「25」もしくは「587」 
送信サーバー 

接続の保護 「接続の保護なし」に変更 

 

6）アカウント作成をクリック 

 

 

7）警告表示の内容を確認し、アカウント作成 

※警告が出ますが、セキュリティ的に問題はありませんのでご安心ください。 
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8）認証方式 

メールが送信できない場合は、以下の設定をご確認ください。 

ツール>>アカウント設定>>送信（SMTP）サーバー 

 

 

■ポート番号に入力されている数字が、プロバイダ指定のものになっているかご確認ください。 

ポート番号 

※ご利用のプロバイダ様にご確認ください 
「25」もしくは「587」 

 

■認証方式 

SMTP 認証を利用する場合 
1.「ユーザ名とパスワードを使用する」にチェック 

2.ユーザ名にメールアドレスの「＠」の左側を入力 

POPbeforeSMTP 認証を利用する場合 「ユーザ名とパスワードを使用する」にチェックしない 
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■６．Mac osX Mail の設定 

1）Mail を起動し、必要情報を記入します。 

 

氏名 メール送信時の送信者名（From）に使用されます。 

メールアドレス 設定するメールアドレス 

受信用メールサーバ mail.ドメイン名 

アカウントの種類 「POP」を選択 

ユーザ名 メールアドレスの「＠」の左側 

パスワード メールアドレス作成時に設定したパスワード 

送信用メールサーバ（SMTP） mail.ドメイン名 

 

※以下のような画面が出たら「いいえ」を選択してください。 

 
 

2）SMTP 認証の設定 

メニューバーの「Mail」>>「環境設定」をクリックします。 
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４） アカウントダイアログを確認し、「サーバ設定」ボタンをクリックします。 

 
 

5）「SMTP サーバのオプション」に必要情報を入力します。 
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ポート番号 

※ご利用のプロバイダ様にご確認ください 
「25」もしくは「587」 

認証 「パスワード」を選択 

ユーザ名 メールアドレスの「＠」の左側 

パスワード メールアドレス作成時に設定したパスワード 

 

 

 

■７．メールエイリアスを作成する 

エイリアスは別名という意味です。メールエイリアスはその名前のとおり、メールアドレスに別 

名をつけて本名と別名どちらでもメールを受け取れるようにする仕組みです。エイリアスに送 

信されたメールは、実際にはエイリアスを作成した本当のアドレスに届きます。 

 

1） まずエイリアスを設定したいメールアドレスの設定ページにはいったら「新しいメールエイ 

リアスを追加」をクリックします。 

 

 

2） すると以下のフォームが現れますので、メールアドレスの「＠」より前の部分に割り当てた 

い文字列を入力します。入力したら「OK」ボタンを押します。 

 
 

3） するとページの下部にある「メールエイリアス」のところに今入力したメールエイリアスが 

表示されます。 
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この状態で、master@に送信されたメールは、実際には test@ドメインに届くようになります。 

 

 

 

■８．メーリングリストの利用 

ここではメーリングリストの作成から利用開始までの方法を説明していきます。 

 

8.1 メーリングリストの作成 

メーリングリストの作成はコントロールパネルから行います。 

なおコントロールパネルへのログイン方法に関しては 4 ページを参照願います。 

1） 「メール」アイコンをクリックしてください。 

 
 

2）「メーリングリスト」タブをクリックします。 
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3）「新しいメーリングリストを追加」アイコンをクリックしてください。 

 
 

5） 以下に各項目の内容を記載しておきます。 

 

メーリングリスト名 メーリングリストアドレスの「＠」の左側を入力 

パスワード 
メーリングリストの管理画面へログインする為のパス

ワード 

メーリングリスト管理者のメールアドレス 
メーリングリスト管理者のメールアドレスを入力しま

す。 

作成を管理者に通知する チェックを入れます。 

 

この時点ですでにメーリングリストは作成され使用可能な状態となっています。ただ最初は、 

誰もメンバ が登録されていない状態です。次の「2.メーリングリストへのメンバ登録」に従い、 
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メンバの登録を行ってください。 

 

【注意】コントロールパネルからはメンバ追加を行わないでください。メンバ追加や設定に関し 

てはメーリ ングリスト専用の設定ページから行います。コントロールパネルからのメンバ追加 

を行った場合のメーリン グリストの動作保証はいたしかねますのでご注意ください。 

 

 

8.2 メーリングリストへのメンバ登録 

メーリングリストを作成すると、設定した「メーリングリスト管理者のメールアドレス」宛てに 

「あなたの新しいメーリングリスト:」という 件名でメールが届きます。以下のように 

「http://lists.ドメイン名/mailman/admin/ＭＬ名」でアクセスする とメーリングリスト 

管理ページにアクセスすることができます。 

 

1） メーリングリスト作成時に設定したパスワードを入力してログインしてください。 

 

 

2） 「会員管理」をクリックして「まとめて入会登録」をクリックしてください。 
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3） まとめて入会登録から 1 行に 1 アドレスを入力して、「変更を送信する」ボタンをクリックし 

てください。 

 
これでメーリングリストへのメンバ登録は完了です。 

 

 

8.3 Reply-To の設定 

メーリングリスト作成初期の状態では、届いたメールに返信すると差出人（メールを送信した人）に 

メールを送るように なっています。多くのメーリングリストでは、返信時にメーリングリストに再投稿

する設定での使い方が多くなっています。 ここでは設定を変更して、返信した時にメーリングリストへ

送信できるようにします。 

 

１） 「全体的オプション」をクリックしてください。 

 
 

2） 以下の部分を「このリスト」に変更し、ページ下部にある「変更を送信する」ボタンをクリッ 

クします。 

 

これで、メーリングリストの基本的な設定は完了です。 
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■９．メールを他のアドレスへ転送する 

ここでは、メールアドレスに届いたメールを他のアドレスに転送する方法を説明していきます。 

まずはコントロールパネルから、転送設定を行いたいメールアドレスを選び設定画面を表示し 

ます。 

 

1) 転送ボタンをクリックし、転送設定画面を表示します。 

 
 

2) 転送のチェック欄にチェックを入れ、転送したいアドレスを「転送先アドレス」の項目に入力 

後「OK」ボタンを押します。 

 
 

3）赤枠で囲まれた「転送」の欄が「オン」になっていたら設定は完了です。 
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■１０．メール自動応答の設定をする 

ここでは受信したメールに対して自動的に返信させる設定をします。 

 

1) まずはコントロールパネルから、設定を行いたいメールアドレスを選び設定画面を表示し、「自動応

答」のアイコンをクリックします。 

 
 

2) すると自動応答の設定画面がでてきますので「新しい自動応答を追加」のアイコンをクリックします。 

 

 

3） 以下の画面がでてきたら、設定をしていきます。 
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以下に各項目の内容を記載しておきます。 

自動応答名 この自動応答の名前です。単なる識別名ですので何でもかまいません。 

指定ワード 

常に自動応答するか、一定の言葉が来た場合のみ自動応答するかを選択します。件名、

本文の中に指定するする単語があった場合に自動応答したいときはその単語を入力し

ます。 

返信の件名 
返信時の件名を指定します。自動応答する際、返信メールの件名はここに入力したもの

になります。 

返信先アドレス 
ここにアドレスを入力した場合、メールを受信したとき自動応答は必ずそのアドレスに

返信メールを送ります。 

メール送信時の 

フォーマット 

返信メールのフォーマットを選択します。 

エンコード 
返信メールの文字エンコードを選択します。通常は ISO2022JP(JIS)を選択してくださ

い。 

返信テキスト 返信メールの本文をここに記載します。 

 

4) その下には少し応用的な設定項目があります。 

 

同一のアドレスへの返信 

上限回数 

同一のアドレスから一日に何度もメールが送られてきた場合、何回まで返

信するかを設定します。 

保存 自動応答が記録するアドレスの数を設定します。 

 

■１１．ウイルスソフトの設定をする 

オプションでウイルスチェックのご契約を追加していただくと、送受信するメールに関してウイ 

ルスの有無をチェックすることが可能となります。 

各メールアドレスのウイルスチェックは以下の手順で有効にすることができます。 

 

1) まずはコントロールパネルから、設定を行いたいメールアドレスを選び設定画面を表示し、「アンチ

ウィルス」のアイコンをクリックします。 
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2）下のようなページが表示されますので、ウイルスチェックを行いたい対象をチェックして「OK」ボ

タンをクリックすれば、該当のメールアドレスに対してウイルスチェック機能が有効となります。 

 
 

受信メールのみ 
ご利用サーバを介して受信するメールのみウイルスチェックの対象となり

ます。 

送信メールのみ 
ご利用サーバを介して送信するメールのみウイルスチェックの対象となり

ます。 

受信および送信メール 
ご利用サーバを介して送受信されるすべてのメールがウイルスチェックの

対象となります。 

 

 

 

■１２．Web メールを利用する 

例えば、自宅やオフィスなど別な環境で同じメールアドレスを利用したいという場合は、2 つの 

メールソフトで同じ設定を行わなければいけません。そんな場合は、Web メールを利用するこ 

とによってインターネットエクスプローラなどのブラウザ経由でメールの送受信が行えます。 

 

メールアドレスをまだ作成していない場合は、44 ページを参考にメールアドレスを事前に作成 

しておいてください。 

 

12.1 ログイン 

コントロールパネルから、ログインし、[メール]→[該当メールアドレス]→[Web メール]をクリッ 

クします。 

 
 

続いてメールアドレス作成時に設定したメールアドレスとパスワードを入力して、ログインをク 

リックします。 
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12.2 メールの送信 

メールを送信するためには、[Mail]をクリックしてその後[新規メール]をクリックします。 

 
 

宛先や本文を入力して問題が無ければ[メールの送信]をクリックします。 

 

以上でメールの送信は完了です。 
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■１３．スパムフィルタの設定をする 

勝手に送りつけられる必要の無いメールをいちいち削除するのは意外と大変なものです。 

ここでは、そのようなスパムメールを自動的に削除するためのスパムフィルターの設定方法を 

説明します。 

 

1) コントロールパネルから、ログインし、[メール]→[該当メールアドレス]→[SPAM フィルタ]をクリッ 

クします。 

 
 

●パーソナル設定 

 

メッセージを SPAM として判断するスコア値 スパムフィルターの精度を設定します。問題がなけ

れば初期値の「７」のままで運用してください。 

SPAM として認識した～ チェックをつけ、題名を入力します。 

メールボックスに受信した SPAM を削除する 通常はチェックしません。 

 

●ブラックリスト 

1）「アドレスを追加する」をクリックします。 
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２） ブラックリストに登録するアドレスを追加します。 

 

 

 

●ホワイトリスト 

1）「アドレスを追加する」をクリックします。 

 

 

2）ホワイトリストに登録するアドレスを追加します 

 

 

 
 

このリストに一致するメールアドレスは常にスパムメールではない無害なメールと認識されま 

す。リストに追加するときは上の E-mail パターンフィールドにアドレスを入力し、追加ボタンを 
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押します。逆に削除するときはリストからアドレスを選び、削除ボタンをクリックします。 

 

このほかにも、メールヘッダーから自動的にスパムを見分けるトレーニングツールもご利用い 

ただけます。 

 

スパムフィルタのトレーニング対象となるのはサーバ上に保存されているメールだけです。そ 

のため、スパムフィルタのトレーニングをおこなう場合は、事前に メールソフトを設定し、 

サーバにメールを残すようにしておくか、メールを受信する前にトレーニングをおこなって 

ください。 

 

 

ここでは Windows メールでサーバにメールを残す設定方法を紹介します。 

1) Windows メール画面内にある、｢ツール(T)｣タブをクリックし「アカウント(A)」を選択します。 

  

 

 2）設定を行いたいメールアドレスを選択し、｢プロパティ（P）｣を選択します 
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3）｢詳細設定｣タブ内の配信欄の｢サーバーにメッセージを置く｣のチェックボックスにチェック 

を入れます。必要に応じて｢サーバから削除する｣、｢[ごみ箱]を空にしたら、サーバから削 

除｣にチェックをいれます。 

  

以上で設定は終わりです。 

 

●SPAM 判断の学習 

SPAM かどうかの判断は非常に繊細であるため、実際に学習効果が現れるまでには「SPAM」として 

200 件以上、「SPAM でない」として 200 件以上の登録が必要となります。精度を高めるためには 

より多くのメールを学習させてください。 

 

1)スパムフィルターのページの上部にある 「トレーニング」ボタンをクリックします。 

スパムフィルタートレーニングの画面が表示されます。 
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メールに受信されているメールが一覧表示されています。このメールをスパムメールと通常メ 

ールに振り分けて登録することで、スパムメールの判別の精度を高めることができます。 

 

スパムに該当するメールの左端のチェックボックスにチェックを入れて｢Spam です｣をクリックする 

ことで、スパムメールとして登録できます。 

逆に「SPAM ではありません」をクリックすることで、非スパムとして学習します。 

 

学習件数は画面上部の「情報」に示されます。 

 

 

 

データベースの操作 

 

■１．データベースを作成する 

ここでは、データベースとデータベースユーザの新規作成、削除の手順を説明します。 

 

1.1 データベースの新規作成 

1) データベースを新規作成するためには、まずコントロールパネルの「データベース」アイ 

コンをクリックします。 
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2) 「新しいデータベースの追加」アイコンをクリックします。 

 

 

3)  作成する「データベース名」とデータベースの種類（MySQL もしくは PostgreSQL）を選択して、

OK ボタンをクリックします。 

  

 

1.2 データベースユーザの新規作成 

データベースを使用するためには、そのデータベースにデータベースユーザを追加しておく必 

要があります。 

 

1) データベースユーザを新規作成するには、まず「新しいデータベースユーザの追加」アイ 

コンをクリックします。 
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2) 作成する「データベースユーザ名」と「パスワード」を入力して、「OK」ボタンをクリックします。 

 
これで、データベースとデータベースユーザの作成が完了しました。 

 

1.3 データベースユーザの削除 

データベースユーザを削除したい場合は、以下の手順になります。 

 

1) 削除したいデータベースユーザの行のチェックボックスにチェックを入れ、「選択対象を削 

除」をクリックします。 

 
 

2) 削除の確認の画面に移動しますので、「削除の確認」のチェックボックスにチェックを入れ 

「OK」ボタンをクリックして下さい。 
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これで、データベースユーザの削除が完了しました。 

また、上の図の画面は削除するデータベースにデータベースユーザが存在しない場合の画 

面ですが、データベースユーザが存在している場合にはデータベースユーザごとデータベー 

スが削除されます。 

 

■２．php My Admin の画面概要 

phpMyAdmin とは、 Web ブラウザ上からデータベースを管理するためのソフトです。 

 

phpMyadmin を利用することによって、データベースに関する専門的な知識が無くても、ブラ 

ウザから簡単にデータベースの操作を行うことが可能です。ここでは、コントロールパネルで 

作成したデータベースを phpMyAdmin で管理するための手順を説明します。 

 

1) まず、コントロールパネルのホーム画面の「データベース」アイコンをクリックします。 

 

  

2) 管理したいデータベースをクリックします。  
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 3）「DB WebAdmin」アイコンをクリックします。 

（ポップアップブロックされるようでした一時的に許可してください。）  

  

 

4）PHPMyAdmin が立ち上がります。 

 

phpMyAdmin で扱うデータベースは、 mysql と呼ばれるものです。 mysql については以下 

のサイトを参考にして下さい。 

http://www.mysql.gr.jp/ 

また、 phpMyAdmin の利用方法は下記のサイトをご覧下さい。 

http://www.phpmyadmin.net/pma_localized_docs/Documentation_ja.html 
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